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平成 28年第８回女川町教育委員会会議録 

 

１ 招 集 月 日  平成 28年７月 19日（火） 

２ 招 集 場 所  女川町立女川中学校 ４階 多目的室 

３ 出席委員等 

 

 

 

 

１番 横井 一彦 委員 

２番 平塚 征子 委員 

３番 丸岡  泰 委員 

４番 阿部 喜英 委員 

村上 善司 教育長 

４ 欠 席 委 員  なし 

５ 説明のため出席したもの 

 教育総務課長 小海途 聡 

 教育総務課 教育政策監 春日川真寛 

 生涯学習課長 佐藤 毅 

６ 本委員会の書記 

 教育総務課 課長補佐 筧 由佳子 

７ 開 会 午前 11時 23分 

８ 会期の決定 会期は本日１日限りといたします。 

９ 前回会議録の承認 

教育長 初めに、前回の教育委員会の会議録の承認の件をお諮りいたし

ます。すでに配布されておりますが委員の皆様方何かお気づき

の点はありませんか。 

無いようですので承認とさせていただきます。 

10 会議録署名委員の指名 

教育長 １番 横 井 一 彦 委員 

２番 平 塚 征 子 委員 よろしくお願いいたします。 

11 議 事  

教育長 

 

 

 

 

 

教育長 

それでは、議事に入りたいと思います。 

第 17号議案「平成 29年度使用教科用図書及び平成 29年度使用

学校教育法附則第９条の規定による教科用図書（一般図書）の

採択について」をお諮りします。 

書記に議案を朗読させます。 

（書記朗読説明） 

提案理由の説明を求めます。 

教育総務課長 それでは、第 17号議案について説明をさせていただきます。 

本議案は、平成 29年度使用教科用図書の採択に関することでご

ざいます。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 21条で教育委員会
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の職務権限について規定され、第１号から第 19号まで区分され

ています。うち第６号で、教科書、その他の教材の取り扱いに

関することが定められています。 

平成 29年度使用教科用図書の採択につきましては、石巻採択地

区協議会の規約にのっとり、小学校、中学校の教科書の選定事

務を行い、７月 13日の採択地区協議会でこの一覧表のとおりに

選定されました。 

教科書の採択については、本年は３月 31日付けで、国の初等中

等教育局長及び教科書課長から「平成 29年度使用教科書の採択

事務処理について」という表題で通知されています。 

この通知に基づき、小学校分は「採択結果」の３枚目となりま

す。義務教育小学校において使用される教科書については、無

償措置法施行令第 15条第１項の規定により、基本的に同一の教

科書を４年間採用しなければならないとされていることから、

基本的に本年度と同一の教科書が採択されています。 

４枚目が中学校で使う教科書で、本年度（平成 28年度）から 31

年度まで４年間使う教科書で、小学校と同様、本年度と同様同

一の教科書、種目は、国語、書写、社会、地理的分野から英語

（東京書籍）まで 15種類が採択されています。 

次のページから３枚が、市販の教科用図書または一般図書とい

われるもので、学校教育法附則第９条の規定による一般図書で、

特別支援学級用のものとなります。小学校は、生活、国語、算

数、図工の合計 70冊の一般図書でございます。中学校は、社会、

理科、美術、保健体育、職業家庭、英語の合計 37冊の教科書で

ございます。 

続きまして、採択の経過についてご報告いたします。 

６月 10日に石巻採択地区協議会役員会を行い、今年度の教科書

選定採択の方針、日程を協議いたしました。６月 30日、７月１

日の２日間は専門委員会を行いました。女川町、東松島市、石

巻市の小・中学校の各々の担当の中から選出された専門委員が

小学校部会、中学校部会ごとに分かれて調査・研究を行いまし

た。その調査委員の方が取りまとめをしたものが石巻採択地区

協議会から７月７日に２市１町の教育委員会に報告され、本町

の教育委員には７月８日付けで送付させていただいております。 

その際に、本町の小学校で提出した教科書の採択希望表も併せ

て送付させていただきました。 

来年は女川中学校の対象生徒がいないため、中学校分の希望表

は配付しておりません。 
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昨年度同様に期間がない中で通知を次々に送付させていただき、

７月 12日までに石巻採択地区協議会の本町の委員である平塚征

子委員及び村上委員に意見を寄せていただくようお願いをして

おりました。 

この内容を踏まえ、７月 13日に石巻採択地区協議会が開催され、

石巻採択地区協議会規約第 12条の規定に基づき、石巻市教育委

員会から２名、東松島市教育委員会から２名、そして本町教育

委員会から平塚委員・村上委員の２名、計６名で構成する協議

会の会議で各種目ごとの調査委員会を代表する調査委員から報

告を受け、宮城県で策定した選定資料を参酌し、別添（議案書

２ページ）のとおり教科用図書が選定されました。 

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第 13条で

教科用図書の採択が規定されており、同条第５項で、当該採択

地区内の市町村の教育委員会は、採択地区協議会における協議

の結果に基づき、種目ごとに同一の教科書を採択しなければな

らないこととされています。 

慎重審議のうえ可決賜りますようお願いいたします。 

また、今後、各地教委から各学校へ連絡し、教科書需要表のと

りまとめを８月４日までするなど、需要手続きが行われること

となります。 

よろしくお願いします。 

教育長 教育総務課長から説明がありましたが、ただ今の説明について

ご質問等がありましたらお願いいたします。 

 （発言なし） 

教育長 なければ、承認ということでよろしいでしょうか。 

 （「はい」の声あり） 

教育長 それでは、第 17号議案は承認されました。 

 

 

 

 

教育長 

続きまして、報告第１号「専決処分の承認を求めることについ

て」をお諮りします。 

書記に議案を朗読させます。 

（書記朗読説明） 

この件の説明を求めます。 

教育総務課長 それでは、報告第１号「専決処分の承認を求めることについて」

の内容の説明をいたします。 

町長から６月 27 日に平成 28 年７月１日付けの教育委員会事務

局職員等の人事異動について意見を求められました。 

内示前に教育委員会を開催することができなかったため、女川

町教育委員会教育長に対する事務委任規則第４条第１項の規定



4 
 

に基づき、６月 27日に専決処分をしたため、同条第２項の規定

により、教育委員会に報告し承認を求めるものです。 

内容については、別紙のとおりでございます。 

他部局への異動でございます。生涯学習課主査の遠藤且佳が町

長部局、町民課に異動します。 

次に、他部局から教育委員会部局への異動でございます。生涯

学習課に阿部達至が産業振興課から異動してまいります。 

ご承認方よろしくお願いいたします。 

教育長 ただ今の報告事項の説明についてご質問等がありましたらお願

いします。 

 （発言なし） 

教育長 なければ、承認ということでよろしいでしょうか。 

 （「はい」の声あり） 

教育長 それでは、報告第１号は承認されました。 

12 報告事項  

教育長 では５番、報告事項に入ります。 

 はじめに、私から報告をさせていただきます。 

「教育長報告事項」と「別添資料」の２部に基づき報告をさせ

ていただきます。 

前回の教育委員会から期間があまり経っておりませんので、子

どもたちも含めて、大きな変化は全体的には見られませんでし

た。 

「はじめに」ということで、いよいよ今週の 20日が第１学期終

業式で、間もなく終業となります。子どもたちにとりましては、

待ちに待った夏休みが来るという感じで、今が一番待ち遠しい

というか、楽しい時期かと思っているところでございます。 

今日は中学校の生徒の様子をご覧になっていただきましたが、

中学校ではこれから中総体と県大会等があり、中学生は慌ただ

しい時期かと思っております。 

そこにもありますように１学期は、細かいことはいくつかあっ

たのですが、校長先生、教頭先生方のリーダーシップのもとで、

先生方には本当に頑張っていただきました。改めて先生方の頑

張りに感謝と敬意を表する次第でございます。いつも願ってい

るのですが、何とかこの１学期にまいた種が秋の収穫期に芽が

出て花開くことを願っているところでございます。 

それから過日の校長・教頭会議では、夏休み中の子どもたちは

もちろんのこと、教職員の事故防止について万全を期してほし

い旨をお話したところでございます。 
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２番目の「宮城県学力・学習状況調査結果公表」が、マスコミ

にも最近取り上げられたところでございます。この結果につい

てご報告させていただきます。 

「別添資料」１ページをご覧になっていただきたいと思います。

平成 28年度宮城県学力・学習状況調査が下記のような結果とな

りました。 

はじめに、小学校でございます。 

残念ながら国語、算数ともに県平均を下回っております。特に

算数は－13.5 ポイントで、大きく下回りました。これは大変重

く受け止めているところでございます。 

細かい資料等は付けておりませんが、今、学校で細かいところ

を分析しているところでございます。 

特に小学校では、国語につきましては「読む能力」「言語につい

ての知識・理解・技能」、少し抽象的な項目でございますが、こ

の辺が大きく下回っているところでございます。算数につきま

しては「数学的な考え方」「数量や図形についての技能」「数量

や図形についての知識・理解」が全体的に下回っている状況で

ございます。いわゆる基礎的な部分が欠如しているのかと捉え

ております。 

学校でこの分析をしまして、あとでも説明いたしますが、夏休

みにまなびやを８月にだけ予定していたのですが、小学校では

急きょ７月に臨時のまなびやを５年生、６年生を集中的に行う

予定でございます。 

いずれにいたしましても、小学校はこのような傾向になりまし

た。結果としては重く受け止めなければならないと思っており

ます。 

中学校は、これまでの積み重ねの成果で、県の学力・学習状況

調査ではございますが、全部上回っている状況でございます。

英語が特に＋8.5ポイントも大きく上回っていることが特筆され

ることかと思っております。 

英語は、基礎的な部分、あるいは「思考力・判断力・表現力」

という項目があるのですが、これらが全体的に大きく上回って

いる状況でございます。 

英語は中学校からスタートしているわけですが、これまでの積

み重ねの成果が出てきたのかなと。国語、数学につきましても、

この学年は県の学力・学習状況調査を５年生のときにも受けて

いるわけですが、そのときは下回っておりました。それからの

積み重ねが出てきたのかと思っております。 
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いずれにいたしましても、結果がこのようになりました。今、

小学校、中学校とも結果を分析しておりますので、次回の教育

委員会までには分析結果をご報告できるのではないかと思いま

す。 

なお、校長・教頭会議では、この結果を十分踏まえて、より具

体的な取り組みを今後展開していくようお願いしたところでご

ざいます。 

宮城県学力・学習状況調査は、県が実施をするのは本年度で終

了になります。来年度からは全国学力・学習状況調査１本にな

ります。 

参考までに、宮城県学力・学習状況調査には仙台市は参加して

おりません。 

続きまして、「教育長報告事項」２ページに入らせていただきま

す。 

そこに「新職員評価制度」という項目を掲げさせていただきま

した。これは教職員の評価が変わり、地方公務員法が改正され

たのを踏まえて、この評価制度が新たに実施されるということ

でございます。 

そこにも掲げておりますように、職務を遂行するに当たり発揮

した能力及び挙げた業績を把握したうえで勤務成績の評価を行

う、給与や昇任等に反映するという形になりました。これはこ

れまでも少しずつ行われてきたのですが、これがより明確にな

ったところでございます。 

なお、これにつきましては、県では今年度から実施しておりま

す。国家公務員につきましては、平成 21 年 10 月から実施され

ております。 

そこにも書いておりますように、会社関係等では当たり前なの

かもしれませんが、これは教育現場では馴染まなかったのかと

思っていたところでございますが、教職員につきましては今年

度試行しまして、来年度から本格実施になります。 

そこにも書いておりますが、肝心要の給与等にどのように反映

していくかは、まだ示されておりません。この試行期間の間に

そういうことが具体的に検討されるのかと思っております。 

ただ、校長先生方には、しっかりとこの職員評価制度について

理解するよう話しているところでございます。 

これにつきましては、８月２日の圏域の会議でも、この職員評

価制度について、話し合い、あるいは研修を行う予定でござい

ます。 
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「小・中学校関係」では、前回から期間は短かったのですが、

そこにありますいろいろな行事が行われたところでございます。 

小学校関係では、主にＰＴＡ関係の行事が多かったようでござ

います。４年生がＰＴＡ行事として救命救急講習、５年生はケ

ータイの講習会がありました。 

３ページに入らせていただきます。 

中学校では、女川高等学園の見学会や、特別支援学級の七夕会

が中学校で開催されたり、早いもので高校入試の風も少しずつ

吹いてきており、７月 10日には石巻地区別公立高校合同説明会

が開催されたところでございます。 

行事等はこのようなことがございました。 

２番目、東北六県市町村教育委員会連合会教育委員・教育長研

修会が７月 15日にホテル松島大観荘で開催されたところでござ

います。私が代表して出席させていただきました。 

大きく講演が、一つはＩＣＴの関係と、「災害の歴史・記憶、防

災教育の大切さ」ということで奥村先生のご講演があったとこ

ろでございます。 

それから６月 29日に第２回教育長会議があり、奥山所長先生か

らは、ここにも書かれているような指示があったところでござ

います。今年度から新設された心のサポート班が動き出してい

ます。 

それから教員採用試験は、県全体で実施をするのは今年度が最

後で、来年度から県と仙台市が教員採用試験を別々に実施する

ことになりました。これはいろいろ危惧されたところもあり、

仙台市に集中するのではないかなどそのような話も出てきてお

りますが、いずれにいたしましても、来年度から県と仙台市が

別々に実施することになりました。 

それから、先程１年生の理科の授業を見ていただきましたが、

本校でも１名、初任１年目の佐藤先生がおりますが、所長先生

からは、全体的に初任１年目の教員の元気が足りないという報

告を受けておりますが、どうでしょうかというような話もあっ

たところでございます。 

話し合いは、「小中連携の成果と課題」ということで、小中連携

の大切さ、あるいは中１ギャップ等についての話し合いを行わ

せていただきました。 

４番目は、教科書関係でございます。これにつきましては、先

程課長から報告があったとおりでございます。くり返すようで

すが、本年度は特別支援教育の小・中学校の教科用図書の採択



8 
 

でございました。先程ご承認をいただいたところでございます。

ありがとうございました。 

５番目、女川町でいつもやっている校務等研修会、講師等研修

会の２回目が終了したところでございます。校務等研修会につ

きましては、管理職選考を受験する先生方、あるいは教頭先生

を対象に行っております。 

第２回校務等研修会が７月４日に行われ、東部教育事務所の奥

山所長先生にわざわざ足を運んでいただき「学校経営に携わる

管理職に臨むこと」というご講話をちょうだいしたところでご

ざいます。ご講話終了後は、管理職選考に向けての面接、ある

いは筆記試験の勉強をしたところでございます。 

それから、第２回講師等研修会が７月 11日に行われました。私

のつたない話だったのですが、「教育は人なり」という講話をさ

せていただきました。終了後、校長先生方が講師になりまして

教採対策の勉強をしたところでございます。 

福島県大熊町研修視察を７月 12日にさせていただきました。大

熊町は委員の皆様方ご承知のように、町には戻れず、町がいわ

き市と会津若松市に分かれている状況でございます。教育委員

会関係は会津若松市に移りまして、一生懸命になって子どもた

ちの教育が行われる姿を拝見させていただきました。 

武内教育長先生とは長い付き合いで、たまに見に来てください

と言われていたのですが、やっと約束を果たすことができまし

た。 

大熊町の子どもたちは、震災当時は 600名近くいたそうですが、

現在は 60何名という数になっており、武内教育長先生は、子ど

もが１人になってもとにかく頑張るんだという話をされており

ましたが、学年によっては、小学校では３名だけの学年もあり、

改めて問題の深さを肌で感じとることができました。 

ただ、大熊町は読書を非常に大切にしており、全国学力・学習

状況調査等もかなりいい成績をあげております。先生方がとに

かく一生懸命で、子どもたちと向き合っている姿が印象的でご

ざいました。 

ただ、低学年の子どもたちは、大熊町といっても、大熊町のこ

とが分からない、大熊町を見たことがないという子どもたちも

入学してきているようで、大熊町を分からせることと、放射能

についても勉強をさせなければならないということで、どう教

育を進めていったらいいか、指導主事の先生方などは頭を痛め

ているようでございました。 
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「別添資料」の２～７ページに大熊町の資料を付けております。

小さくて見にくいところがありますことをお許しいただきたい

と思います。 

２ページは、園児も含めた児童生徒数の推移でございます。平

成 28 年度は、幼稚園は７人、大野小学校は 19 名、熊町小学校

は 19 名、大熊中学校は 27 名という数で、毎年のように減って

いるということでございます。 

それから、３～４ページは「大熊町教育委員会の基本方針と重

点」「大熊町学校教育のイメージ」ということで、特に４ページ

をご覧になっていただきたいと思いますが、大熊町ではこのよ

うな学校教育のイメージを描いて、子どもたちの指導にあたっ

ているようでございます。その中で「読書」と「調べる学習」

を非常に大事にしている町でございました。 

５ページに「「朝の読書」が震災の悲しみを忘れさせてくれる」

というタイトルで、武内教育長先生のインタビューが載ってい

ます。 

６ページは、字が小さくて恐縮でございますが、大熊町の指導

主事の先生が書かれた「放射線教育を通した「ふるさと創造学」」

ということで、総合的な学習の時間で行っているようでござい

ます。 

７ページは、双葉郡の児童生徒数の推移が載っております。い

ずれも減少傾向にあるということでございました。 

参考までにご覧になっていただければと思います。 

続きまして、「教育長報告事項」５ページに入らせていただきま

す。 

議会関係でございますが、７月６日に女川町議会議員全員協議

会があり、ここでご意見等をいただきました「女川町学習塾代

等支援事業」について報告をさせていただき、ご理解をいただ

いたところでございます。 

早速これから学習塾代等支援事業を具体化してまいりたいと思

っているところでございます。いろいろとご意見等を賜りまし

て、ありがとうございました。 

「別添資料」の８～10 ページが、全員協議会に出した資料でご

ざいます。この資料を基に説明をさせていただき、議員の皆様

方にご理解をいただいたところでございます。県内でもあまり

ないような事業なので、ＰＲをしっかりやってほしい等の意見

をちょうだいしたところでございます。 

校長・教頭会議を７月 14日に開催させていただきました。資料
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は、前年度のように細かく付けておりませんが、11 ページにま

とめたものを添付しております。いずれにいたしましても、児

童生徒、教職員ともに事故のない夏休みにしてほしいというこ

とをまずお願いしたところでございます。それから、夏季休業

中に取り組むべきことをしっかり確認してほしいということも

お話をさせていただきました。 

５ページに戻らせていただきます。 

生涯学習関係につきましては、あとで佐藤課長からあるかと思

いますが、ここにあるようないろいろな行事等が行われたとこ

ろでございます。 

その中で、７月９日、10日に第 21回レディースソフトボール大

会の全国大会予選が行われたところでございます。少し雨が降

っていたのですが、全天候のグラウンドの中で土曜日に予選等

が行われ、10 日に決勝が行われたところでございます。震災後

初めてといってもいいくらいの県大会規模の大きな大会でござ

いました。ソフトボール大会などは本町に合っているなと見て

いて感じたところでございます。 

６ページに入らせていただきます。 

「その他」ということで、「緊急連絡」について「別添資料」の

12ページをご覧になっていただきたいと思います。 

当たり屋というか、そのような車が最近入ってきているという

ことで、このような資料をいただいたので、小・中学校にも渡

しました。お目通しをいただければと思っております。 

それから、そこにもありますように、いろいろな会議等が行わ

れたところでございます。 

２～３ご紹介させていただきますが、ちょうど我歴ＳＴＯＣＫ

が行われた日に、全日本の柔道連盟会長が石巻を訪れました。

そこで昼食会に私と町長が参加させていただきましたが、柔道

の普及等についてよろしくということでお話をちょうだいした

ところでございます。 

それから、そこにもありますように、今日、まちづくり推進協

議会が５時半から行われる予定でございます。 

いろいろとそこにもありますようなことがありました。 

いよいよ夏休みに入りますが、この１週間、それから夏休み前

の３日間ということで、事故のない夏休みになってほしいと改

めて願っているところでございます。 

それから、暑さ厳しき折、ご自愛の程ということで、書かせて

いただきました。 
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私からの報告を終わらせていただきます。 

続きまして、教育総務課長から報告があります。 

教育総務課長 私からは、いつものように「教育総務課報告事項・連絡事項（７

月定例会）」に基づいてご報告をさせていただきます。 

１番、教職員移動研修ということで、昨年度も実施させていた

だきました女川原子力発電所構内視察を実施させていただきま

す。来週の月曜日、小学校 12名、中学校８名、教育総務課５名、

運転手で小学校の業務員１名、計 26名で女川原子力発電所の構

内視察に行ってきたいと思います。 

夏期休業につきましては、７月 21 日から８月 25 日までになり

ます。 

「夏期休業中の連絡体制について」ということで、事故・事件

が発生した場合には適切な対応を学校と教育総務課でとらせて

いただき、その結果をメール等により皆様方にご連絡をさせて

いただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

学校閉鎖は８月 11 日から 16 日まで、プール・部活動なしが８

月 10 日から 16 日までですので、実質８月 10 日から 16 日まで

が学校はお休みになります。10日は管理職が出ます。 

３番、その他ということで、前回報告をさせていただいており

ました小学校から抜け出した児童の件でございます。６月 20日、

６年２組の男の子です。 

前回の委員会で、詳細が分かったら次回の教育委員会でという

ことでしたので、ご報告をさせていただきます。 

教室で学級の友達に手足を押さえられ、体の上に乗られた。ふ

ざけがあったようでございます。その事を苦に思い学校を抜け

出して自宅に帰ろうとしていたということでございました。 

途中、鈴木良幸先生が発見して、迎えに行って、一緒に来てい

ただいて事情等を聞いて、現在落ち着いているということでご

ざいます。 

(２)７月 15日、小学校の給食に出されたスイカを食べた１年生

の男の子（メロン・くるみで学校へアレルギーがあるというこ

とで届出済の者）がアレルギー症状を発症したため地域医療セ

ンターを受診しています。地域医療センターまではタクシーで

移動したのですが、その間にほとんど落ち着いてきたというこ

とだったのですが、念のため救急措置をしたということでござ

います。 

３番目、６月 28日、女川小学校に設置されたいじめ防止対策委

員会、いじめ防止対策調査委員会については、継続して児童の
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観察をすることとしております。詳細については、委員協議会

でご報告させていただきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

以上でございます。 

教育長 続きまして、生涯学習課長、お願いします。 

生涯学習課長 生涯学習課については、教育総務課の報告事項の次のページ「７

月予定事業・８月実施予定事業一覧表」で説明をさせていただ

きます。 

先程教育長も触れました７月の県のレディースソフトボール大

会でございますが、雨の中、開会式はできなかったものの、２

日間の競技日程を無事終了いたしました。県の競技団体である

宮城県ソフトボール協会からは、雨天でも競技ができる会場と

いうことで再認識されたようでございます。 

これから県の競技団体の話し合いの中で決まるのですが、今現

在ですと、来年度以降もレディース大会を継続的に女川町でと

いうことで会長は思っているというような話でございました。 

それから７月 24日（日）でございますが、獅子振り披露会とい

うことで、去年も駅前でやったのですが、今年も駅前で、当初

レンガ通りでやる予定にしていたのですが、10 団体以上集まっ

た中で獅子舞をするとレンガ通りでは支障が出るということで、

もとに戻して、また駅前でやる内容でございます。13 団体の実

業団、それから行政区、ほかの団体でやるようになります。 

10 時からやりますので、午前中いっぱいぐらいで終わるのです

が、もし機会があれば、委員さん方もご観覧いただければと思

っております。 

それから８月１日から栃木県塩谷町と定例的に震災前から子ど

もの交流事業をやっているのですが、震災後はジュニア・リー

ダー同士の活動ということで、まだこちらに呼べる環境がござ

いませんので、こちらから塩谷に行くという予定で、今年も１

日から３日まで行ってまいります。今のところ参加人数は、11

人参加するということです。 

全体的なジュニア・リーダーの人数は、前の委員会でも触れた

ことがあると思いますが、正式にまとまりましたのでご報告を

させていただきますと、28 年度では全部で、高校生が８名、中

学生が 10名、18名です。その中で新しい１年生が新規で４人入

ったという状況です。 

昨年度は中学校、高校合わせまして 14人だったので、４人増え

て増加傾向にありますので、好ましい状況なのかと思っていま
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す。 

ジュニア・リーダーの活動の場は、震災前を見てみますと、各

行政区の子ども会に夏休みに行っていろいろな遊びなどを指導

して、いろいろな経験をしているということもありましたので、

生涯学習課でも、各単位の子ども会の育成について今後も積極

的に働きかけをしながら、子どもが少なくなった中できつい部

分もあるのですが、ぜひ子ども会の立ち上げについて、生涯学

習課でも支援をしてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

教育長 ありがとうございました。 

ジュニア・リーダーが少しずつですが増えてきているというの

は、大変うれしいことだと思っております。 

ただ今の報告事項についてご質問等がありましたらお願いいた

します。 

なお、児童生徒関係については、先程課長からもありましたが、

協議会でいろいろお話をさせていただきたいと思います。 

丸岡委員 教育長のご報告にありました学力調査、前も仙台市を外して、

似たような傾向だったような気がするのですが、小学校はもう

少し良かったような気もするのですが、前回と比べてどうでし

ょうか。 

教育長 前年度と比べて、前年度も下回ってはいたのですが、算数が大

きく下回ったのです。ただ、－13 ポイントまではいかなかった

ので、私も５年生の状況はある程度つかんでおりましたから、

何とか－５ポイント内程度で押さえてもらえればと正直思って

おりました。ただ、算数がこのような結果になって正直びっく

りしております。これは緊急事態だと思っております。 

丸岡委員 中学校の英語のプラスが大きいというのは明るい材料ですが、

小学校の算数でつまずくと、これからずっと数学にまで影響す

るので、とても深刻なものですね。 

教育長 まさに丸岡委員のご指摘のとおりで、小学校も深刻に捉えてお

ります。小学校ではベネッセというところでのテスト等も事前

にやっており、この学年のある程度のレベルは知っていたので、

県の平均正答率を上回るのは厳しいかとは校長、教頭も読んで

いたようなのですが、－13.5 ポイントまで下回るとは思ってい

なかったのが正直なところでございます。 

それで、先程もお話をしましたが、まなびやを８月 22日、23日

あたりに小学校、中学校ともに行う予定だったのですが、これ

ではだめだということで、小学校では、緊急まなびやというこ
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とで、７月に５年生と６年生に集中して、とにかく一人一人の

個別指導をやっていこうということで取り組むことになりまし

た。 

平塚委員 ４月 26日というと、実質４年生までの学力ですよね。 

教育長 語れば４年生の学力がそのまま出る形になります。全国学力・

学習状況調査も６年生でやるものの、４月の下旬でございます

ので、簡単に言えば５年生までの学力、県の学力調査は４年生

までの学力と捉えた方が早いかと思います。 

平塚委員 そのまなびやですが、全員が参加するのであればある程度効果

もみられるのですが、底辺になっている子どもたちが希望しな

いで、それに参加しなかったら、底辺の子どもたちはそのまま

の学力になりますよね。強制的に全員参加だったら学力向上に

つながるけれども。 

教育長 その辺は、学校としては、できれば５年生、６年生全員を対象

にしたいとは考えているようですが、いろいろな家庭の事情も

あり、もちろんバスなども利用してやりますが、全員とまでは

いかないと思います。ただ、声がけをして、また保護者のご理

解もいただきながら、理解の遅いというか、下位群の子どもた

ちに可能であれば出てきてもらうように、今、働きかけを行っ

ている最中でございます。そうでないと、なかなか全体のレベ

ルアップというのは難しいと思っております。 

平塚委員 授業参観とか、電話とか家庭訪問で、学力に支障を持っている

子どもたちの家庭に呼びかけていくということが大事だと思い

ます。 

教育長 おっしゃるとおりだと思います。それは、校長の指示で、とに

かく声がけしなければならない子どもは、必ず来てもらうよう

な形でやってくださいということで指示を出しているようでご

ざいますが、あとは、とにかく家庭のご理解を得るしかないと

思っております。いずれにいたしましても、職員一人一人が緊

急事態だということで捉えるように校長・教頭会議でお話をさ

せていただきました。 

それから他学年の先生方は関係がないということではなくて、

今まで関わってきた先生方もいるわけでございますので、とに

かく全員で、５年生だけでなく、６年生も含めて見守っていこ

うということで、過日の校長・教頭会議で確認をさせていただ

きました。 

まさに平塚委員のおっしゃるとおり、一人一人がアップしてい

かないと、このままいったのでは、丸岡委員がおっしゃるよう
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に、中学校に行って、数学の時間はお客さんのような状況にな

ってしまいます。 

ただ、中学２年生の子どもたちは、５年生のときに県の学力・

学習状況調査を受けているのです。このときは、これほど下が

っていませんが、県平均を下回っていました。今日は資料を忘

れてきてしまって申し訳ありません。ただ、それが中学校にな

ってこのくらい上がってきているということは、６年生、中学

校１年生のときの努力が少しずつ出てきているのかと感じてお

りますので、何とかそういうふうにいけるようにこれから取り

組ませていきたいと考えております。 

丸岡委員 細かい分析をしていただかないと分からないですが、特に点数

が取れないお子さんが何人かいらっしゃるという学年なのでし

ょうか。 

教育長 掛け算が分からない子どもが何人いるか、あるいは分数が分か

らない子どもが何人いるかということまでしっかり調べてくだ

さいと話しました。これからそういう報告があがってくると思

いますが、ただ、特に算数は基礎的な部分や評価項目があるわ

けですが、その項目が全部下がっているものですから、これか

ら具体的なものを分析していかないと分からないと思うのです

が、とにかく子どもたち一人一人で、この子は、分数の中でも、

分数そのものの意味は分かるけど、通分が分からないとか、あ

るいは下位群の子どもたちで掛け算が分からない子どもたちが

何人いるか、あるいは漢字はどれくらい読めているか、そうい

うことをしっかり把握していかないと、ただ同じような取り組

みをしても始まらないということで、習熟度別といっているの

ですが、２学期から能力別に分けてやるという取り組みは既に

始まっており、教頭先生や教務主任の鈴木先生が５年生、６年

生に入って、ティーム・ティーチングで、今、スタートしてい

る状況でございます。 

私がいつも言っているのは、掛け算は何人ぐらいできていない

のか、あるいは足し算、引き算で繰り上がりが分からない子ど

もは本当にいないのか、あるいは漢字がどの程度読めるのか、

そういうことをしっかり把握しなければだめだということで、

口を酸っぱくして言っているところでございます。 

丸岡委員 良い方の中学校の英語は、女川町は比較的環境がいいのでしょ

うか。ほかの自治体の学校と比べて。 

教育長 教員が多く配置されているとかＡＬＴがいるということ、ＡＬ

Ｔがいるというのはどこも同じだと思うのです。教員が多く配
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置されているからといって、英語にだけ多く行っているわけで

はないと思うのです。だからそんなに英語だけが、いろいろな

ＣＤとかがあるといっても、どの中学校も大差はないと思うの

です。 

教頭から聞いたことでは、２年生の佐々木由里先生が担当をし

ているのですが、宿題をまめに出して、チェックしていると。

１年生のときからそれを積み重ねてきたと。その成果としてこ

れが出たのではないかということは、正式なものではないので

すが、立ち話でそういう報告をいただいております。そういう

地道な取り組み、地道な毎日の積み重ねに尽きると感じており

ます。 

ほかに何かございませんでしょうか。 

阿部委員 去年もちょうど同じ学力状況調査のときに、低いということで、

小学校でティーム・ティーチングをやったような記憶があるの

ですが、結果が出てから、場当たり的にやっている感が若干あ

るような気がして、根本的な原因は何かという何かしらあるよ

うな気がするので、ティーム・ティーチングで解消されるとい

うことであれば、町単独でもう少し教職員の数を増やすという

ことも考えなければいけないのではないかと思ったりもするの

ですが。結果が出てからやるのではなくて、その前から課題が

解決できるような形での対処方法を考えなければいけないのか

なと。 

教育長 まさにそこは阿部委員がおっしゃるとおりで、対処療法をやっ

たところで、少しの効果は出るかもしれませんが、毎年これを

くり返すようではだめだと。そのために入れたのがベネッセの

テストです。低学年のときに、３年生ぐらいまでに一体どうい

う状況なのか、そこをまずしっかりつかんでおく。もっと簡単

に言えば、１年生、２年生、３年生、担任うんぬんではないの

ですが、そこでしっかりと教えてもらわないことには、同じよ

うなことをくり返すことになるだろうということは、話し合い

の中でもさせていただきました。 

ですからベネッセでは、２年生、３年生、あるいは１年生の２

学期ごろから成果が出ますので、そこで常にチェックして、担

任の先生方が、自分の指導はどうだったか、常に振り返るよう

でなくてはだめだと。そこで忘れ物をした・・に一つ一つ落と

していくと、結果としてこのように毎年なるだろうということ

で、ベネッセという一つのテストをやっているのだから、何と

か３年生ごろまでに全国平均にいくように努力しなければなら
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ない。そのためには、それぞれの担任がきちんと、自分が教え

たことが子どもたちに定着しているかをチェックしていかなけ

ればだめだと。だから先生によって差があるのです。 

１組と２組に今は分かれて、しかも少人数でやっているのです

が、それでも１組と２組で結構差がついていたりするのです。

それは先生の指導による差ではないかと。根本的な部分がそこ

なので、そこをしっかりと一方ではやっていかなければならな

い、先生方に力をつけていかなければならないということで、

そのためにも、講師の先生も多いものですから、講師の先生方

の指導力アップということも含めていろいろ研修会などをさせ

てもらっているのですが、そちらをしっかりしなければ、まさ

に阿部委員がおっしゃったように、ああ大変だ、どうしようと

いうことで、毎年同じことの繰り返しとご指摘されるのはごも

っともだと思っております。 

ただ、ご指摘いただいた根本的なところを一方でしっかり確認

していかなければならないと思っております。最後は一人一人

の先生の力が大きいと思っております。先生方の指導力アップ

というのは、委員とくとご承知のように一朝一夕ではいかない

けど、それでも頑張ってもらわなければならないと思っており

ます。ここをきちんとしなければ、いくらフレームというか体

制をつくっても、肝心の教えることがそのようではだめだとい

うことは話しております。 

横井委員 今のお話と関係するのですが、今日見ていて気になったのです

が、ＴＴでやっていても、それが生かされていないような気が。

短い時間なのですが。フォローする先生がせっかく自由に各子

どもたちの間を回れるので、もう少しこまめに、なぜこれが間

違っているのかということをその都度その都度理解させてあげ

ないと、ぱっと集められて、はい終わり、次となると、多分あ

まりよく理解しないまま、また続いていっているのかなと。小

学校のときもそう感じたのですが、ちょっとした、いわゆる指

導力というすごく大きいものよりも、こまめに授業中の直さな

ければならない、あるいは覚えなければならないものをチェッ

クしてあげるという作業をもう少ししてあげると、もう少し違

うかと。 

全然話が変わってしまうのですが、たまたまうちの父親が大き

い施設に入っていて、要介護５なのだけれども、だんだん寝て

いることが多くて、やや放っておかれている感が、週に１回２

回行ってみて思っていたのですが、たまたま飲み込みが悪いの
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で病院に行ってくださいと。病院に入院させたら、４人部屋だ

から、退院される方がいると１人、２人なので、看護師が来て、

見て声をかけて扱う率が高くなるのですね。そうすると、起こ

されることも多い、声をかけられることも多いとなると、受け

答えもするようになってくるし、あれと。 

やはり百何十人いるフロアと少人数のところで看護師に声をか

けられるのでは、ずっと放っておかれるのと声をかけられるの

では、これだけ違うのかと実感しているので、せっかくＴＴで

やっていたり、あるいは少人数的な教室でやっているので、先

生が黒板の前から少し離れて、子どもたちをチェックしながら

でもやれればだいぶ違うのかと。寝ていればずっと寝っぱなし

で、放っておかれる。間違っていても、その子はということを

くり返していると、先生の数を増やしても何をしても、チェッ

クを受けることをしないと、あのプラス、マイナスが、なぜこ

うなるのかというところが分からないまま、ただ、当たった、

間違ったというその辺をとにかくという気がするのですね。 

私は子どもによく言うのですが、100点を取るのはなかなかだけ

ど、後半の４問目、５問目の応用問題が難しいのはもともとな

のだから、せめて１、２、３ぐらいの初歩的なところから普通

のところまでを間違いなく取れるとすれば、点数は結構形にな

るものだという話をするので。 

それと同じで、一番基礎のところがぼろぼろでは、点数を上積

みするというのは難しい話なので、基礎、基本といわれるとこ

ろを確実にくり返して理解させるというのは、宿題だろうが、

授業中だろうが、丁寧にチェックしていけば、比較的１年後、

２年後というのはそれなりに。だから先程秋田県のお話をされ

ていましたが、３世代のところが多いと。おじいさん、おばあ

さんが声をかけたり、ある程度落ち着いてやる環境がというの

が多分作用しているのかと思って。 

教育長 全くそれはご指摘のとおりで、ただ、先程の阿部委員とダブる

のですが、教員の配置や体制づくりをしたところで、体制づく

りはもちろんやらなければならないのですが、あとは先生方が

どう指導するかなのです。チェックするというのは、私たちか

らすれば当たり前のことなのであって、その当たり前のことす

らまだしていないというレベルでは、２人そろえても、あそこ

に３人そろえても、成果は出てこないと思うのです。ティーム・

ティーチングというのは何なのかというのをしっかりとやって

いかなければならないんですね。先生方にも理解してもらわな
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ければならないのですが。 

ただ、その前に、ティーム・ティーチングであれ、一人であれ、

例えば聞かない子どもがいたら、すぐ注意をするとか、聞かな

い子どもがいたら、みんなこちらを向かせるとか、あるいは向

かない子どもがいたら、全員に声をかけられなくても、もし一

人いたら、やるとか、あるいは生徒間のところをぐるぐる回る

というのは、指導の基本の基本なのです。それが中学校に来る

と、子どもたちも大きくなってその難しさはあるのですが、そ

ういうところを改善しなければならないし、一方でそういう体

制づくりもしていかなければならない。それで、積み重ねによ

って、今の中学校２年生のように少しずつ上がってきているケ

ースもあるものですから、とにかくそういうだめなところは、

その場でとにかく直していかなければならないというところは

話しています。 

名前を出して恐縮ですが、今日、最初に見た数学の高野先生の

授業は、いつもこの辺にあがってくるような先生の授業で、特

に教頭がいろいろ指導しているのですが、なかなか改善の余地

がみられない先生なのです。 

そうはいっても損をするのは子どもたちなので、少しでもサブ

に入っている先生も含めて改善をしていかなければならないの

ですが、３年生になると、もっと子どもたちが言うことを聞か

ないで騒いでいるような状況がいつも報告されているのです。 

そういう教員の初歩的な部分を徹底していかないと、いくら教

員が増えても、あるいは、いろいろ必要な機器をそろえたとこ

ろで、肝心要のそういうところをしっかりしていかないと、同

じことの繰り返しかと思っております。 

ただ、２年生がこのように上がってきているということもあり

ますので、確かに今日はそういうところをご覧になっていただ

きましたが、全部が全部そうではないので、これから数学のも

う一人の富田が戻ってまいりますので、そういうところをもう

一回、校長・教頭会議で呼びかけてまいりたいと思っておりま

す。ありがとうございました。 

平塚委員 せっかく小テストをやっているのだから、あそこで誤答の子ど

もを全体で把握して、その時間でこの問題が誤答率が高いとい

うことで丁寧にご指導なさると、また違うのではないかと思う

のですね。割り算が分母にきて、その複雑なものを間違えてい

る子が多かったので。 

教育長 小テストも、もちろんご存じのようにあそこは長くはできない
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のですが、導入で小テストや前次の反省のチェックは必ずしな

さいということでやっているのですが、そのやり方が問題なの

です。あれだけでも 20分ぐらい経ってしまったりしているので

すね。肝心要の本次の狙いというのがずれたりして。ただ、あ

れで、例えば最後の方の代入の仕方でマイナス、マイナスの掛

け方など、もし半分以上間違えたら本次の狙いどころではない

ので、そこでちょっとチェックするというのは必要なのですね。

そういうところを話しているのですが、教員が変わるというか、

すぐ吸収してやれる先生と、意固地になっている先生もいるよ

うで、この辺のところをこれからしっかり指導していきたいと

思っております。 

平塚委員 小学校は 45分の授業の組み立てをもう少ししっかり考えていた

だいて、その積み重ねがこのような結果に表れるので。算数は

初めと終わりのチェックが大事なので。 

阿部委員 せっかく向学館とも連携してやっているので、授業的な小テス

トをやっているのであれば、それもその日のうちに生かしてい

くというか、その週の中にその授業を向学館と連携して、でき

なかった子は、せっかくだったら、最後はそちらでカバーして

もらうという仕組みまで今後つくれたらいいのかなという提案、

すぐは難しい話なのですが。 

教育長 それはチーム５年生とかと組んで向学館でもこういうことをや

ろうとか、小学校では向学館が特にこれをやっているのですが、

授業を始めるときはこういう約束でどちらもやろうとか、そう

いうことから話し合いをさせていただいております。そういう

積み重ねがあって、くどいようですが、中学校２年生がここま

できたといっても過言ではないと思うのです。 

阿部委員から指摘されましたが、毎年同じような課題が出てく

るのはいかがものかと。私も同じように思っております。それ

はもっと低学年の段階で平塚委員がおっしゃたようなことをや

っていかないと、毎年、発表された、同じ結果、やっと中学校

で追いつくということの繰り返しではまずいと思っているので

す。たまたまこういう結果になっただけではないかということ

もありますし。 

平塚委員 児童数が 30人以下でしょう。それにＴ・Ｔだったら、上がるの

が当たり前なのですが。 

阿部委員 結果が出るかどうか分からないですし。 

平塚委員 先生方の授業に対する厳しさですね。姿勢だと思います。 

阿部委員 報告事項にありました職員評価制度も、厳しく活用されるのも
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一つなのかなと。 

教育長 みんな一人一人というか、メリハリというか、バラバラなので

す。では、できないのかというと、教えれば、講師の先生など

特にまだまだ伸びる余地がいっぱいあるのです。例えば小学校

で髙砂先生が一つの見本になっているのですが、あのようなク

ラスの先生が学年にいれば、また違ってくるところがあるので

す。本来そういう姿を見せなければならない先生方が、ここに

挙がってくるようではおかしいのです。 

平塚委員 講師の先生だから指導技術が低いわけではないですよね。講師

の先生の方が、かえって授業が上手な先生もいらっしゃるので。 

教育長 中にはいらっしゃいますね。 

平塚委員 本人の姿勢だと思います。 

教育長 そうなのですね。ただ、女川町に限っていえば、講師の先生の

力をアップしなければならない先生が多いということも確かで

ございます。おっしゃるとおりでございまして、中にはすばら

しい先生もいますし。 

丸岡委員 学力・学習状況調査は、女川小のクラス別の結果も当然あるん

ですよね。先生方にそれを返して、先生同士の間で競っていた

だくこともできるわけですね。 

教育長 特にベネッセではクラスごとにしっかり出して、例えばこの先

生が持ったクラスはどうなのかというのは、明確に出ておりま

す。協議会みたいになってしまいますが、特に小学校５年生は、

前担任が２人いるわけですね。実は一つのクラスは、点数では

かなり減っているクラスなのです。丸岡委員がおっしゃったよ

うに、クラスごとの差というのは、この学年は別な学年で、今

それをまさに教員が出ていってその辺を図っているところなの

ですが、おっしゃるとおりでございます。 

いずれこれは非常に大きな問題で、もう少し分析した結果を次

に報告するとともに、これから取り組み状況を随時報告できる

ようにしたいと思っております。 

この辺でよろしいでしょうか。 

13 その他  

 教育長 続きまして、その他に入らせていただきます。 

教育総務課長、お願いいたします。 

教育総務課長 その他ということで、「女川町民生委員推薦会委員の推薦につい

て」という文書を１部付けております。 

教育委員会から２名の依頼が町長から来ております。 

本年度７月 31日までの委員が、教育委員会からは横井委員と平
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塚征子委員の２名ですが、また新たに 28年８月１日からの委員

ということで、この場でご協議をしていただいて２名の推薦を

お願いしたいと思います。 

よろしくお願いします。 

教育長 ただ今、教育総務課長から女川町民生委員推薦会委員の推薦に

ついてお話がありましたが、いかが取り計らいましょうか。 

もし課長から案などありましたら。 

教育総務課長 横井委員にはそのままお願いをさせていただきまして、平塚征

子委員か阿部喜英委員ということで考えておりましたので、お

二人で決めていただければと思います。会議自体は１年に１回

という頻度でございます。 

平塚委員 私はどちらでも。 

教育長 それでは横井委員と平塚委員でお願いします。よろしいでしょ

うか。 

 （「よろしくお願いします」の声あり） 

教育長 それから、資料が間に合わなかったものですから、今、配付い

たしましたが、22 日から開催される県の中総体の会場並びに対

戦相手等の一覧でございます。会場が築館や白石ですから難し

いとは思いますが、もし時間がありましたらよろしくお願いし

ます。 

 

 

教育長 

では来月の日程を決めさせていただきたいと思います。 

〔８月 22日（月）午前 10時からということで調整〕 

22日月曜日ということで組ませていただきます。 

 長くなってしまいました。 

先程、学力の面で貴重なご指摘をいただきました。しっかりと

踏まえ、取り組ませていただきたいと思います。 

 以上で、第８回女川町教育委員会会議を終了させていただきま

す。 

ありがとうございました。 

14 閉 会 午後０時 35分 

15 本委員会の議決の次第は、次のとおりであります。 

 （１）第 17 号議案 「平成 29 年度使用教科用図書及び平成 29

年度使用学校教育法附則第９条の規定によ

る教科用図書（一般図書）の採択について」 

（承認） 
（２）報告第１号 「専決処分の承認を求めることについて」 

（承認） 
16 この会議録の作成者は、次のとおりであります。 



23 
 

 教育総務課課長補佐  筧 由佳子 

  

 上記記録の正確なることを認めここに署名する。 

  

  平成 28年８月 22日 

  

  

         会議録署名委員 

  

          １番委員    横 井 一 彦            

  

          ２番委員    平 塚 征 子     

  

  

 


